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本
年
も
よ
ろ
し
く

　お
願
い
い
た
し
ま
す

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命　
12
・
15
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
教
育
委
員
と

し
て
、
次
の
方
の
再
任
を

承
認
。

真
室
川
町
大
字
新
町
57
番
地

　
　
　
　
遠
田
　
且
子
氏

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　
12
・
20
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
審
査
委
員
と

し
て
、
次
の
方
の
再
任
を

承
認
。

真
室
川
町
大
字
差
首
鍋

　
　
　
　
１
５
０
９
番
地

　
　
　
　
佐
藤
　
重
孝
氏

◆
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正　
行
政
事
務
の
効
率
化
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
現
在
の
課
組

織
機
構
を
４
月
か
ら
変
更

す
る
も
の
。

◎
主
な
変
更

●
企
画
課
↓
交
流
課

・
商
工
業
、
雇
用
対
策
・

企
業
誘
致
、
町
ブ
ラ
ン
ド

推
進
、
観
光
物
産
、
定
住

対
策
及
び
交
流
等
を
担
当

●
産
業
課
↓
農
林
課

・
農
林
畜
産
業
、
土
地
改

良
、
環
境
王
国
、
農
業
委

員
会
、
バ
イ
オ
マ
ス
振
興

等
を
担
当

◆
医
師
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正

　
釜
渕
診
療
所
医
師
住
宅

の
老
朽
化
に
よ
る
解
体
に

伴
う
も
の
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
既
決
予
算
50
億
１
，７

７
０
万
円
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
，２
５
０
万
円

を
追
加
。

○
主
な
も
の

・
灯
油
価
格
高
騰
緊
急
対

策
灯
油
購
入
費
助
成
費

２
４
３
万
６
，０
０
０
円

・
未
熟
児
養
育
医
療
費

１
６
０
万
円

・
農
地
集
積
協
力
金

４
０
０
万
円

・
環
境
王
国
推
進
交
付
金

４
５
３
万
２
，０
０
０
円

・
町
民
体
育
館
太
陽
光
発

電
設
置
工
事
設
計
委
託
料

２
９
９
万
３
，０
０
０
円

役
場
庁
舎
の
あ
り
方
検

討
委
員
会

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
補

強
工
事
費
用
が
多
額
と
な

る
と
判
明
し
た
た
め
、
新

築
の
可
能
性
も
視
野
に
、

学
識
経
験
者
や
議
員
、
区

長
会
役
員
、
公
募
委
員
に

よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
と
な
り
、
委
員

会
関
連
予
算
が
計
上
さ
れ

た
。

問
　
庁
舎
補
強
で
最
低
５

億
円
く
ら
い
、
新
築
と
な

っ
た
場
合
も
っ
と
厳
し
い

財
政
状
況
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
ど
の
よ
う
に
感

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　日
頃
、
皆
様
方
に
は
議
会
活
動
並
び
に
交
流
事
業
等
に
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
真
室
川
町
議
会
を
代
表
致
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
17
年
ぶ
り
に
消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
増
税
後
は
個
人

消
費
が
低
迷
し
、
２
四
半
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
り
私
た
ち
の
生
活
は
ま
す
ま
す

厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
戦
後
最
大
の
火
山
災
害
と
な
っ
た
御
岳
山
噴
火
、
広
島
市
の
記
録
的
豪
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
水
害
、
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
、
河

川
の
氾
濫
等
の
災
害
が
全
国
各
地
で
相
次
ぎ
、
県
内
で
は
南
陽
市
な
ど
が
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
被
災
者
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も

早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
ソ
チ
五
輪
で
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
男
子
で
羽
生
結
弦
選
手
が
金

メ
ダ
ル
、
テ
ニ
ス
で
は
錦
織
圭
選
手
が
全
米
オ
ー
プ
ン
準
優
勝
と
日
本
国
中
を
沸
か
せ
、

新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　更
に
、
山
形
旋
風
を
も
た
ら
し
た
「
モ
ン
テ
ィ
デ
オ
山
形
」
の
プ
レ
ー
オ
フ
か
ら
の
Ｊ

１
昇
格
、
天
皇
杯
準
優
勝
は
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
粘
り
強
い
山
形
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
サ
ッ
カ
ー
を
超
え
て
多
く
の
人
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　さ
て
、
昨
年
暮
れ
の
降
っ
て
湧
い
た
衆
議
院
解
散
総
選
挙
で
は
、
自
民
、
公
明
両
党
が

公
示
前
勢
力
を
上
回
る
３
２
６
議
席
を
獲
得
し
大
勝
、
自
公
で
定
数
の
３
分
の
２
超
を
維

持
し
、
長
期
政
権
へ
の
足
場
を
固
め
、
12
月
24
日
に
第
３
次
安
倍
内
閣
が
発
足
、
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
を
継
続
さ
せ
ま
し
た
。

　政
府
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
は
、
わ
が
国
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
「
地

方
創
生
」
は
活
力
あ
る
地
方
を
つ
く
る
た
め
に
極
め
て
重
要
な
政
策
で
あ
る
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
地
域
が
生
き
生
き
と
、
そ
し
て
国
民
が
健
康
で
、
安
心
、
安
全
、
豊
か
さ
が
底

辺
ま
で
実
感
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
政
策
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　

　今
後
、
国
の
施
策
を
見
極
め
な
が
ら
、
執
行
部
と
両
輪
と
な
り
町
民
の
た
め
の
町
政
に

議
員
一
同
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
更
に
皆
様
方
か
ら
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
議
会
活
性
化
の
推
進
を
図
り
、
よ
り
一
層
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真
室
川
町
議
会
議
長

　佐

　藤

　忠

　吉

謹
賀
新
年

築52年経過した役場庁舎

12月
 定例会

　
12
月
定
例
会
は
12
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
人
事
案
件
、
条
例
改
正
、
一
般
会
計
・
特
別

会
計
補
正
予
算
な
ど
、
町
長
提
出
案
件
７
議
案
を
慎
重
に
審

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

耐震改修？ 新築？
役場庁舎のあり方検討委員会設置へ

耐震改修？ 新築？耐震改修？ 新築？


